
 

 

 

 

 

 

 

未来を生きる力 

校 長 牧田 健一 

早いもので今年度も、いよいよ残すところ１７日（登校日）となり

ました。児童は心も体も確実に成長し、新学年に向けての力も付けて

おります。ここまで大きな事故やけがもなく、過ごすことができたの

も保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しております。ありがと

うございました。 

また、年度末に５週間にわたる分散登校となり、皆様には、ご心配

とご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。おかげさまで

分散登校中の学級閉鎖等の臨時休業をせずに３月を迎えられました。

重ね重ね皆様のご協力に感謝申し上げます。今後も感染症への対応は

しっかりと行っていきますが、児童の教育活動についても、しっかり

と丁寧に行っていきます。教職員には、こういう時こそ冷静に、落ち

着いて、いつも通りを徹底させていきます。児童の動揺を誘わないよ

うにしていきます。 

新型コロナウイルスの感染が全世界に広がり２年がたとうとしてい

ます。これまでに経験したことがない事態や状況に多くの方々が尽力

してきました。そして今後も未知の問題と向かい合う必要が出てくる

ことは間違いないと考えています。私たちは、今までの経験や知識、

体験を基にして問題解決に挑んできたわけですが、これからはそれす

らも通用しない世の中になってくる可能性が高くなっています。では、

何が大切なのかといえば、教科書や参考書にのっていない問題に主体

的に取り組み解決した体験ではないかと考えています。当然その学習

の中には、様々な人との関わりや対話が必要であり、自ら考えること、

今までの学びの活用等、様々な力を全開で発揮し、達成感や成功体験

を数多くしていくことだと思っています。今年度、総合的な学習の時

間を中心とした研究発表会を行いました。総合的な学習の時間は、子

どもたち一人ひとりが何もないところから、イメージを膨らませ、今

まで見てきたものや聞いたことを基に、探究を深めていく学習です。

「０」（ゼロ）から新しいものや考えを生み出す、創り出す力が必要な

のです。今後も、子どもたちの主体的な活動を多く取り入れ、津久戸

の子どもたちが将来にわたって力強く生きていく力を身に付けさせた

いと考えています。 

 

話は変わりますが、最後に３月１１日で東日本大震災から１１年が

たちます。けして忘れてはならない大きな災害でした。保護者・地域

の皆様もあの地震を忘れず、被災して亡くなったた方々の冥福を祈る

とともに災害に対する備えを怠らないようにしてください。 

研究の成果 

 

「校内研究」は、子どもたちによりよい学習の機会

を提供するために、私たち教員が授業改善に向け取り

組んでいくことを言います。津久戸小学校では「心と

体をつなぐ健康教育」を主題に、体育・保健・食育を研

究教科・領域に指定して、１年目の研究を行ってきま

した。 

昨年度までの生活科・総合的な学習の時間を中心に

取り組んできた、カリキュラム・マネジメントの研究

をベースにしています。学習指導要領に示されている、

育成すべき３つの資質・能力のうち「学びに向かう力・

人間性等」を子ども達に身に付けさせるべく、研究を

進めました。 

 体育の授業を通して、主体的に学習に取り組む態度

や自己の感情や行動を統制する能力を育むことができ

ました。また、保健や食育は、日頃の教育活動の中で

も、取り組んでいます。加えて、基本的な生活習慣確

立のためには、ご家庭の協力が不可欠です。今後とも

ご協力くださいますよう、お願いいたします。 

 

給食室より 

 

給食時間が終わりしばらくすると、ある場所で「ご

ちそうさまでした！」と元気な声が聞こえてきます。

教室内で全員そろって「ごちそうさま」の挨拶をしま

すが、その後にも聞こえてくる挨拶。なぜでしょう。 

給食を終えると、担当児童が食缶や食器をのせたワ

ゴンをリフト前まで運びます。本校は廊下が狭く、ワ

ゴンを運ぶときに注意が必要です。担任と共に「ワゴ

ンが通りまーす」と声をかけながら運ぶクラスも見ら

れます。そして、たどり着いたリフト前で全員が手を

合わせ、挨拶をしているのです。 

「いただきます」には、生産者や食事を作ってくれ

た人への感謝と食材の命をいただくことへの感謝、２

つの意味があると言われます。「ごちそうさま」には、

大変な思いをして準備をしてくれた人への感謝の気持

ちを表していると言われています。「いただきます」「ご

ちそうさま」の挨拶には、日本人の考え方や食文化が

色濃く反映されていると感じます。 

おいしい給食を食べて身体に栄養を取り入れるのと

同じように、こうした挨拶をすることを心の栄養とし

て、良い給食時間を過ごしてほしいと思います。 
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新宿区立津久戸小学校 

希望をもつこと 

校 長 牧田 健一 
早いもので今年度も、いよいよ残すところ１７日（登

校日）となりました。児童は心も体も確実に成長し、
新学年に向けての力も付けております。ここまで大き
な事故やけがもなく、過ごすことができたのも保護者
の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しております。あ
りがとうございました。 

また、年度末に５週間にわたる分散登校となり、皆
様には、ご心配とご迷惑をおかけしました。申し訳あ
りませんでした。おかげさまで分散登校中の学級閉鎖
等の臨時休業をせずに３月を迎えられました。重ね重
ね皆様のご協力に感謝申し上げます。今後も感染症へ
の対応はしっかりと行っていきますが、児童の教育活
動についても、しっかりと丁寧に行っていきます。教
職員には、こういう時こそ冷静に、落ち着いて、いつ
も通りを徹底させていきます。児童の動揺を誘わない
ようにしていきます。 

新型コロナウイルスの感染が全世界に広がり２年が
たとうとしています。これまでに経験したことがない
事態や状況に多くの方々が尽力してきました。そして
今後も未知の問題と向かい合う必要が出てくることは
間違いないと考えています。私たちは、今までの経験
や知識、体験を基にして問題解決に挑んできたわけで
すが、これからはそれすらも通用しない世の中になっ
てくる可能性が高くなっています。では、何が大切な
のかといえば、教科書や参考書にのっていない問題に
主体的に取り組み解決した体験ではないかと考えてい
ます。当然その学習の中には、様々な人との関わりや
対話が必要であり、自ら考えること、今までの学びの
活用等、様々な力を全開で発揮し、達成感や成功体験
を数多くしていくことだと思っています。今年度、総
合的な学習の時間を中心とした研究発表会を行いまし
た。総合的な学習の時間は、子どもたち一人ひとりが
何もないところから、イメージを膨らませ、今まで見
てきたものや聞いたことを基に、探究を深めていく学
習です。「０」（ゼロ）から新しいものや考えを生み出
す、創り出す力が必要なのです。今後も、子どもたち
の主体的な活動を多く取り入れ、津久戸の子どもたち
が将来にわたって力強く生きていく力を身に付けさせ
たいと考えています。 

 

話は変わりますが、最後に３月１１日で東日本大震
災から１１年がたちます。けして忘れてはならない大
きな災害でした。保護者・地域の皆様もあの地震を忘
れず、被災して亡くなった方々の冥福を祈るとともに
災害に対する備えを怠らないようにしてください。 

 

早いもので今年度も、いよいよ残すところ１７日

（登校日）となりました。児童は心も体も確実に成長

し、進級・進学に向けての力もつけております。ここ

まで大きな事故やけがもなく、過ごすことができたの

も保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しており

ます。ありがとうございました。また先月の展覧会に

は多くの皆様にご来校いただきました。重ね重ね御礼

申し上げます。 

この３年間は、新型コロナウイルス感染症の影響

で、様々な制限を受けてきました。児童、保護者の皆

様、地域の方々には多大なるご心配をおかけしてきた

ことをお詫びしなければなりません。申し訳ありませ

んでした。ただ、今年度はできること、できそうなこ

とは全て実施することができたことに胸をなでおろし

ています。 

度重なる中止や変更が続き、楽しみにしている行事

が中止になり、綿密に計画を立てていた教員も肩を落

とすということが続きました。ややもすると、「どう

せできない」という気もちになり、「もう一回計画を

立て直そう」という、一歩踏み出すこと、「きっと次

はできる」という希望をもつことをあきらめてしまう

ようなことが続きました。希望をもつことは、希望を

失うリスクも負うことになるのですから、そういう気

もちになるのも無理はないと思います。勇気を持たな

ければ希望はもてないのです。しかし、津久戸小学校

の児童や保護者、地域の皆様は、希望を捨てず待って

くれました。教職員は、心折れそうな状況でも計画を

何度も立て直してくれました。「またできないかも」

というリスクを負う覚悟で、希望をもってくれたので

す。児童と皆様が勇気を出してくれたおかげです。児

童、保護者・地域の皆様に感謝の気持ちでいっぱいで

す。ありがとうございました。 

今後とも、津久戸小学校の児童が勇気をもって、希

望を大切に力強く、よりよい成長を目指していきたい

と思います。 

 

話は変わりますが、最後に３月１１日で東日本大震

災から１２年がたちます。けして忘れてはならない大

きな災害でした。保護者・地域の皆様もあの地震を忘

れず、被災した方々の冥福を祈るとともに災害に対す

る備えを怠らないようにしてください。 

 



【学年の窓から・・・６年生】 

 

 今年度は、社会科見学や運動会、阿波踊り、初めて

の宿泊行事「伊那移動教室」、百人一首大会、展覧会な

ど多くの行事を実施することができました。子どもた

ちと出会ってから、1年という短い期間でしたが、そ

れぞれの行事で一生懸命にがんばる姿や友達のために

行動する姿に子どもたちの持ち前のパワーを感じるこ

とができました。このパワーを中学校でも発揮しても

らえたらと思います。この学校便りが読まれる頃に

は、6年生の小学校学校生活は残り僅か（約 17日）に

なっていると思います。6年間、保護者の方を始め、

多くの先生方、地域の方々に大切に支えられながら育

った子どもたちは中学校に羽ばたきます。子どもたち

一人一人が胸を張って卒業できるように寄り添いなが

ら、共に歩んでいきたいと思います。 

 

 先日、プログラミング学習を行いました。めあて

は、思い通りに車を動かすためのプログラムを考え

ることです。まず、真っすぐ走る、カーブを感知し

て曲がる、枠の中に駐車をするなど、基本的な動き

のプログラムを学びました。その後、子供たちは基

本のプログラムを生かして試行錯誤！「障害物を感

知して避け、暗い所に入ると自動的にライトをつけ

て走り続ける」という実用的なプログラムを組む子

も出てきました。子どもたちの柔軟な発想に驚くば

かりです。今回は、コンピューターを使ったプログ

ラミング学習でした。しかし、プログラミングとは

コンピューターを使った学習のみを指すのではあり

ません。大切なのは、「計画する・やってみる・振

り返る・修正する」というサイクルを自分で回せる

ようになることです。ここで学んだプログラミング

的思考が、今後の子供たちの生活に生かされること

を願っています。 

     ３月の生活目標 

  『人の気持ちを大切にしよう』 
・感謝の気持ちをあらわそう。 
・みんなでなかよく遊ぼう。 
・心をこめてあいさつをしよう。 
・一年間のまとめをしよう。 

  

 

卒業・進級の時期になりました。生活面、学習面を

振り返り、できるようになったこと、もっと頑張り

たいことを意識して、4月からの新しい年度につな

げましょう。          （生活指導部）                   
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